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京都大学研究用原子炉（ＫＵＲ）の熱交換器からの
2次冷却水（非放射性）の漏水について

　令和6年7月25日（木）の午後6時26分頃、原子炉当直者によるKUR運転終了後の巡視点検中に、KURの熱交換器室（放射線管理区域内）に設置されている3基の熱交換器（図1）のうち、1基（写真向かって右端）からの漏水を発見しました。漏水箇所は図2に示すように、1次冷却水と2次冷却水とを分離する管板の2次冷却水側の接合面（ゴム製パッキンを介して接合）であることを確認しました。その後、念のため漏れた水を回収し放射能測定を行った結果、放射性物質は含まれていなかったため、今回漏水したものは2次冷却水（水道水を使用）であることを再確認でき、本事象による環境への影響は無く、他の原子炉施設への影響も無いと判断しました。また、発見時の漏水は3秒に1滴程度であったため、全漏水量を約200mℓと推定しました。
　漏水箇所の状況を観察したところ、前述の水密を維持するためのゴム製パッキンの一部がはみ出していたことから、今回の漏水の原因はゴム製パッキンの不具合と考えております。今後、当面の間（約1か月間）は利用運転を中止し、詳細な漏水の原因調査を行うとともに、復旧作業や再発防止に取り組んでいく所存です。
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 （原子炉全体図）                              図1　熱交換器の写真




※熱交換器内での１次冷却水と２次冷却水の分離について
研究用原子炉（KUR）における炉心の冷却は、まず1次冷却水によって行われ、一次冷却水は原子炉建屋地下階に設置された熱交換器によって2次冷却水で冷やされます。1次冷却水は炉心を流れるため、放射性物質を含みますが、2次冷却水は一般の水道水と同じで放射性物質を含みません。
熱交換器内では、1次冷却水と2次冷却水は図2に示すように分離されます。1次冷却水は1次系チューブ（細い管）内を流れ、その周りの2次冷却水によって冷やされます。このように、両者が混合することはない構造となっており、また、2次冷却水の圧力を1次冷却水の圧力より高く設定することによって、混合しにくいようにしています。
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図2　熱交換器の構造と漏水箇所
（一体の熱交換器を1次冷却水をピンク、2次冷却水を水色の流路で分けて示した図）
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